
第二章 四国88カ寺御影とお納経による巡礼旅 
 
２-１ 四国霊場88カ寺のご本尊の御影（おすがた）  
１）四国88カ寺の御影の一覧 
 四国８８カ所の第１番札所から第８８番札所および高野山の御影を
下記にまとめました。各お寺を参拝し、その証として納経帳に朱印、
墨書きをしてもらい、御影をいただく。御影はご本尊のおすがたとし
て常に目に付くところに祀り、日々仏と共に生活するようにと指導さ
れるお寺もある。下記の御影は平成１２年（２０００年）家内と一緒
に参拝した時にいただいたものです。御影には、右の鶴林寺の御影の
ように、札所番号、ご本尊のお姿、寺号が印刷されている。 

88カ寺および高野山奥之院の御影札の一覧（2000年） 14 



２）四国霊場８８カ寺ご本尊のおすがたを描く 
（１）88カ寺ご本尊の描画絵 
 お寺でいただいた、本尊のおすがた（御影）を写真又はＰＤＦに取り込み、描画する板の大きさ
に合わせて画像処理し、描画しました（ほぼ御影札の大きさ）。描画した88カ所すべての描画絵
を１番札所から88番札所、高野山まで下記の写真のように並べて祀り、毎日の生活を共にして
います。下記の写真の大きさは、横３ｍ、縦１２０ｃｍにもなります。 
 一カ寺の展示は、描画絵とその元となる御影と一緒に祀ってあります。描画絵を前に、その後
に本尊名と札所番号、寺号および御影を配置して祀っています。 
 下記に2番札所の極楽寺を例として示しています。描画絵の裏側には、寺号、本尊名、真言を
描画してあります。作品はできる限り、各寺の御影に近い本尊のお姿に描いていますが、顔は
横長に、線などを省いて描いた御影もあります。 
 なお、お姿の描画には一日から２日かかります。木の入手、加工、描画、御影札の画像処理
など約２年がかりで８８カ寺の描画絵を仕上げました。描画に適した木の種類、処理方法など
試行錯誤の連続でした。幸いに最初手に入れた木が描画に適したものであったことが完成でき
た大きな原動力となったと思います。この時分、綺麗な板を入手することはできず、割れた木、
曲がった板なども活用しています。最初に描いたものが下記の写真です。第三章からの各お寺
の紹介で８０％程度に縮小したものがありますのでご覧ください。 

      （御影札）       針描画絵の表       （針描画絵の裏） 
                   （ご本尊のお姿）  （お寺の寺号、本尊名とその真言） 

88ヶ所ご本尊すがた絵の針描画絵一覧（大きさ：横３ｍｘ縦１２０ｃｍ） 

１番札所（徳島県） ４０番札所（愛媛県） ２４番札所（高知県） 

６６番札所（香川県） 高野山 
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（前頁の輪切り板に針描画したご本尊の部分の描画絵の一覧）  

（２）ご本尊の描画絵の一覧 
 輪切り板（ツゲ、柿、モチ）に描画したものをＰＣに画像として取り込み、絵の部分のみに切り出し、88カ
寺すべての描画絵を下記に並べてみました。右上が一番札所で、札所順（下へ）に並べてあります。中
央に高野山、左下に８８番札所大窪寺です。第三章から個々の描画絵を示してあります。 

１番札所霊山寺 

88番札所大窪寺 
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３） ご本尊のおすがたの描画絵で描く弘法大師像 
（１）ご本尊が集う弘法大師像 
 ヤマモモの輪切り板を四角（5ｘ3.5ｃｍ）に加工し、本尊のおすがたを描画し、その描画絵８８枚を用い
て弘法大師の顔を作ってみました。額に弘法大師の種子ユーを配置してみました。若い時代の弘法大
師の顔が表現できたと思っています。今、一枚の板に張り付けることを考えています。大きさは横９０ｃ
ｍ、縦１５０ｃｍと大きなものになる予定です。 

御 影 で 描 く 弘 法 大 師 像 

遍 照 金 剛 南 無 大 師 
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（２）弘法大師像の作製に用いた御影の針描画絵 
 前頁の弘法大師像作製に用いた８８カ寺の御影の描画絵を下記にまとめました。一枚の輪切り
板（ヤマモモの木など）を６ｘ４．５ｃｍ角に加工した板に描きました。 
 各寺の御影の描画には、直径１２ｃｍ以上の大きな輪切り板に描いたものですが、大師像を御影
で描く目的で小さい板に御影札を描画しました。このため、複雑な御影の描画が難しいため、ご本
尊のおすがたを損ねない程度に省略して描画しました。 
 右上一番札所霊山寺から左下８８番札所大窪寺まで88枚と中心に高野山の御影を並べてありま
す。御影札の描画ですが、画像処理をして自分の好きなお顔に加工した御影を用いています。横
長のふっくら顔に仕上げてあります。この描画絵を８０％程度に縮小したものを第三章からの各お
寺の紹介の中に掲載しています。 

（弘法大師像作製に用いた御影札の描画絵一覧） 18 



４）ご本尊の素顔を描く 
（１）８８カ寺のご本尊の素顔はどんな顔？ 
 御影に描かれているご本尊のお顔を拡大し、ご本尊の素顔を針描画してみました。描画作
品を一番札所（右上）から８８番札所大窪寺（左下）まで下記に示しています。 
 御影の顔の部分を画像処理で拡大して、御影札に描かれている顔立ちを損ねない程度に少
し丸みのある顔立ちにしています。御影札の顔は細身で精悍な顔立ちが多い。少し穏やかな
雰囲気を出してみました。 
 ８８カ寺のご本尊の素顔は親しみのある顔立ちで、ごく身近に感じ、どこにでもいるよう
な人に見えます。やはり、仏様は微笑みをもって我々を迎え入れています。 
 描画中、仏像などのいわゆる仏顔（仏像の顔）でなく、一般市民的な顔立ちで、描画を重
ねるごとに、仏が身近な存在であることを感じました。これが８８カ寺巡礼の巡礼者への贈
り物かもしれません。羅漢像の顔は一つは自分に似た顔があるとのこと、自分に似た顔はあ
りませんか。 
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（２）ご本尊の素顔絵作品 
  針描画した本尊の素顔を一枚の額に納めてみました。 
 下記の写真に右上から下へ一番札所霊山寺から左下８８番札所大窪寺まで掛軸と同じ並びで飾っ
てみました。また、真中上に弘法大師を飾ってみました。 
 なお、各寺の仏の顔は第三章からの各寺の紹介で実寸大で示してあります。また、用いた木は雑木
の輪切り板でヤマモモ、柳、モクレン、モチ、桜、くさき、ウマメガシ、名前が不明なものなど１０種類の
木を用いています。固い木は、各点，線がはっきりし、少し硬い感じなり、クサキなど柔らかい木は穏
やかな顔つきになる感じがします。現在も色んな木で針描画し、自分の好きな顔を探しています。 
 御本尊の素顔の針描画では、仏顔でなく、人に宿る仏の顔を目指して描いています。皆さんに親し
んでもらえるご本尊の素顔になることを目標に描いています。 

仏様の素顔（縦 ９０ cm X 横 ６０  cm） 
20 



２-２ 四国88カ寺のお納経 
１）お納経の朱印・墨書きは何を示しているのか 
 お寺を参拝し、その証として参拝者が納経所で納経帳、掛軸、白衣などに朱印と墨書きを
いただき、参拝が終了するのが一般的である。８８カ寺の朱印を目的に参拝する人もあると
聞くが、これを戴くとありがたく思い、無事、参拝できた喜びが湧き出るものです。 
このような気分になるが、達筆の墨書き、その中に浮かぶ朱印、まるで芸術作品を観ている
ような感覚で眺めているのがほとんどではないでしょうか。 
 しかし、有難味が先立ち、その内容を知ろうとする参拝者は少ないのでないかと思います。
下記にお納経の一例を示して説明を付記しました。また、第三章からの各お寺の紹介でお納
経の内容を説明してあるのでご参照ください。 

札所番号（朱印） 

法印（朱印） 

寺号など（朱印） 

火炎宝珠（法印の一例）  
（https://www.kippo-
in.com/sale55/sale0551.htm 参照） 
 

蓮華座 

種子（本尊の梵字） 

２）朱印について 
 朱印は右から「札所番号」、中心に「法印」、左に「寺号など」の印が押されている。印が明確でないお
納経も多い。 

３）墨書きについて 
 墨書きは右から「札所番号」、中心に上から「本尊の梵字・本尊名、左に「寺号」が記載されていま
す。同じお寺の墨書きでも、内容が同じでも書き手によって趣が異なる芸術作品です。文字などは
年代で異なることもあるようです。時代と共に、芸術味が強く感じられます。 

奉納 

本尊の種子 

本尊名 

寺号 

火炎宝珠 
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４）お寺のお納経一覧 
 平成29年に四国霊場を参拝したときの各お寺のお納経を下記にまとめています。右一列目の上、
1番札所霊山寺から、左の最後の88番札所大窪寺まで順番に示しています。真ん中に高野山を配置
しています。電子版で見るときは拡大してみてください。各お納経が美しく浮かび上がります。 
 お納経とは、お寺を参拝してお経（写経又は読経）を納めた証です。納経帳や納経軸などに御
朱印をいただくことです。 
 納経帳の墨書きはお寺の書き手により、それぞれ特徴がにじみ出ています。このお納経は平成
２９年（２０１７年）、次のページの納経軸は１９７０年代のものです。 
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昭和４０年代から昭和５０年代に両親とお参りした時の納経軸の写真を下記に示します。で
きれば、文字の比較をしてみてください。昭和の年代はほとんどが住職の墨書きだそうです。
軸の表装の時、私の軸を観て教えてくれました。表具屋さんいわく、残念なことにすげてお
亡くなりになっているとのことです。昭和５０年代、参拝し、納経が終わると、お茶が出さ
れ、３０分程度お説教がありました。住職のお説教です。これが終われば参拝が終了となり
ます。参拝方法も知らない自分には苦痛な時もありました。住職曰く、静かに手を合わせま
しょうと慰めてくれた記憶があります。８８カ寺を一回廻るのに１０年程度かかっていたよ
うに思います（ただし、仕事の関係上、年、春と夏の２回でしたたが）。私の両親、家内の
母親、楽しい巡礼旅を思い出します。下の掛軸の文字をゆっくりと眺めてください。 
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５）お納経の針描画作品一覧 
  前に示した各お寺のお納経を輪切り板（７ｃｍX5ｃｍ角）に針描画したものを示しています。一
番札所霊山寺（右上）から８８番札所大窪寺（左下）、中央に高野山奥之院のご朱印を掛け軸と同
様に並べてあります。板は主にヤマモモの木です。白系統の木もありますが、ほとんどが少し赤
褐色系の色をしています。これもさびれた感じで、各お寺の特徴のあるお納経になったと思います。 
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